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学友会の活動・運営をお知らせする広報紙

本学全ての学生・教職員が会員となり、サークル活動、大学祭、新入生歓迎行事、教職員スポーツ大会などに対する支援を行っています。

この広報紙は皆さまの学友会費により作製されています。

学友会ホームページ：
トップページから「教育・学生支援」→「学友会・サークル」の順にリンクをたどってください。 学友会

■  学友会費納入のお願い
０２２－７９５－３９８３（活動支援係：教育・学生総合支援センター１階２番窓口）

学友会は皆さんの会費で支えられていますので、学友会費の納入にご協力をお願いします。
問い合わせ先

ボランティアサークル紹介  As One
私たちは国際ボランティア団体AsOneという団体で、国際NGOのHabitat for Humanity Japanの学生支

部の１つです。AsOneは東北支援と海外支援を中心に活動しています。東北支援では、女川の「ゆめハウス」を
中心に支援しているほか、被災地でのイベントのお手伝いなどを行っています。海外支援では、長期休みを利用
して貧困地域に行きそこで実際に家を建てる活動をしています。現在は東北大生20名程が在籍しており、とても
アットホームな雰囲気の団体です。

昨年11月に学友会報道部が発行する「東北大学
新聞」は復刊から50年を迎えました。これまで学内
外を問わずイベントに足を運んだり、学士から著名
人まで様々な方にインタビューを行ったりして、学
生目線で情報を発信し続けてきました。おかげさま
で、今では学生や教職員のみならず多くの方に読ま
れる新聞になりました。今回は「東北大学新聞」の中
から、好評をいただいている企画をご紹介します。

「ネタ記事」は、報道部員が体を張って少しばかげた
ことに本気で取り組む企画ものの記事です。主に「東
北大学新聞」の最終面に掲載されます。これまでには
他大学の新歓に潜入してみたり、真冬に海水浴を行っ
たりしており、これらはすべて部員が発案しています。
12月号ではリアクション芸に挑戦してみました。

「特別インタビュー」では、東北大学や東北地方にゆ
かりのある著名人の方に、読者へのメッセージを寄せ
ていただいております。インタビューのアポ取りは報
道部員が行っており、部員が直に著名人の方とお話し
する貴重な機会にもなっています。一線で活躍する社
会人の方の素顔がのぞけると人気のある企画です。

東北大学新聞の魅力とは？

ネタ記事 特別インタビュー

学友会報道部50周年

学 友 会 カ レ ン ダ ー
学友会では、いろいろなイベントが目白押しです。一般参加、観覧可能なイベントも多数ありますので、

学生、教職員の皆さまはもちろん、OB・OGの皆さまもぜひ足を運んでみてください！

17日・18日 軽音楽部ストレンジャーズ 冬の定期演奏会

3月

4月

5月

6月

中旬 東北大学新聞5月号

中旬 北雄杯駅伝大会

中旬 体育部役員会

中旬 東北大学新聞6月号

中旬 海上運動会

12日 映画部 自主制作映画上映会「あおい」

5日 東北大学入学式

6日～25日 新歓期間
中旬 オーディオ研究部 Soul Vibration

中旬 文化フェスティバル、スポーツフェスティバル

中旬 春のスポーツ大会

落語研究部 追い出し落語発表会19日

落語研究部 奥羽越学生落語会25日

東北大学学位記授与式24日
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川内ホールの使用感想

蹴球部

アメリカンフットボール部

　去年のように砂が舞って視界が悪い中で活動す
ることが減少したり、土のグラウンドからタータン
になりトラックが走りやすくなったりと、以前と比
べて環境は良くなったように思えます。今後は新し
いグラウンドを各部が丁寧に扱い、整備することで
良い環境を維持していく必要があると思います。

新しく評定河原陸上競技場、川内野球場、川内グラウンドが整備されました。
今回は、それらを使用している団体に感想を聞いてみました。

　川内ホールは学生の課外活動施設として昨年３月に完成しました。１階と２階は文化系サークル用
の練習施設になっており、２階の和室は邦楽部や茶道部などの活動の場となっています。３階と４階
は屋内体育系サークル用の練習施設で、３階の剣道場、４階の温水プールが特徴的です。川内ホール
の充実した設備を活用して、学生は日々課外活動にいそしんでいます。

　これまでは地面の質が悪かったことや、グラ
ウンドの設備が不十分だったことで練習に支障
が出ていました。川内グラウンドは人工芝で、
ポールがあったり、線があらかじめ引かれて
あったりします。そのため、とても練習しやすい
環境になりました。

　剣道部は、今年度の８月から川内ホール３０３
号室を使用させていただいております。以前まで
使用していたサブアリーナ棟アリーナ２と比較し
て、床の硬さや風通しなどの面で、とても活動し
やすくなりました。しかしながら、完成から時間が
経っていないということもあり、モップやホワイト
ボードなど、備品についてはまだまだ不十分だと
感じています。今後、現在申請中の備品が整い、
更に活動しやすくなることを期待しております。

　邦楽部は今夏に片平応急課外活動施設から川
内ホールへ活動拠点を移動しました。新しい和室
で練習を継続して行えることは大変ありがたい
です。収納スペースなどが多く部屋を有効に使え
る一方、冷暖房設備の使用についてなど改善して
いただきたいこともあります。共用部屋というこ
とで多少の不安もありますが、しっかりとした
ルールの運用の元で施設を大切に使いながら練
習に励んでいきます。

剣道部 邦楽部

（左）川内ホールの外観
（上）川内ホールでの学友会 ブルーグラス同好会の練習風景

活動広がる新施設 川内ホール完成


